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大崎洋先生の略歴と業績

　　　　　

1.　略歴

1942年10月　東京に生まれる

1966年３月　明治大学商学部商学科卒業

1971年３月　同大学院政治経済学研究科博士課程修了（経済学修士）

1971年４月　創価大学経済学部専任講師

1976年４月　同助教授

1987年４月　同教授

2015年３月　同大学退職、名誉教授

2016年４月　同大学通信教育部非常勤講師

２.　著書

『理論経済学Ⅰ微視経済学』単著　1979.6　創価大学出版会

『理論経済学Ⅱミクロ経済学』単著　2001.5　創価大学通信教育部

『テキスト経済学』（2章・5章担当）共著　1988.4　世界書院

『近代経済学』（8章・9章担当）共著　1993.4　八千代出版

『生活経済論』単著　1998.6　創価大学出版会

『生活経済論』（改訂版）単著　2011.6 　創価大学通信教育部

3.　論文

「景気循環と利潤の行状－最近の16年間にわたる製造業の利潤の変動パターン」単著　

1973.3　創価経済論集第2巻第4号

「生産性と所得分配－鉄鋼業の総要素生産性の計測を中心にして」単著　1974.12　創価経

済論集第4巻第2号

「利潤率と市場構造－米国製造業63業種の実証研究（1950－69）」単著　1975.9　創価経済

論集第5巻第2号

「市場占有率と利潤率」単著　1976.3　創価経済論集第5巻3号

「石油価格高騰の影響と政策の対応」単著　1980.3　創価経済論集第9巻4号

「金利政策と国際短期資本移動」単著　1981.6　創価経済論集第11巻1号

「日英における世帯間の所得分布の比較」単著　1983.12　創価経済論集第13巻3号

「給与隔差の要因分解」単著　1985.3　創価経済論集第14巻4号

「自営業者の所得分布」単著　1985.6　創価経済論集第15巻1号

「戦後における給与所得の趨勢」単著　1986.3　創価経済論集第15巻2.3.4号

「高齢者の低所得世帯と所得保障」単著　1986.9　創価経済論集第16巻1.2号

「生活水準の比較－生活扶助基準をもとにして」単著　1986.12　創価経済論集第16巻3号
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「租税と社会保障の再分配効果」単著　1990.11　創価大学創立20周年記念論文集

「英国における税と給付の再分配効果」単著　1992.12　創価経済論集第22巻1号

「英国における貧困と所得保障」単著　1993.12　創価経済論集第23巻3号

「英国における給与隔差の趨勢」単著　1994.9　創価経済論集第24巻2号

「英国における所得格差の要因分解」単著　1995.12　創価大学創立25周年記念論文集

「英国における資産分布」単著　1997.6　創価経済論集第26巻3・4号

「高齢者世帯の生活水準」単著　2003.12　創価経済論集第33巻1・2号


